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民国連携した「田辺市美しい森林づくり推進協定」締結について 

～ 田辺市全域を対象とした林業活性化に向けた協定締結 ～ 
 
 

本日（11 月 18 日）田辺市全域を対象とした広域的な連携協定「田辺市美しい森林づ

くり推進協定」を締結しました。 
この協定締結により、既設路網の協定者間の相互利用や、協定者同士が連携した、効

率的な路網の整備等が可能となり、地域の森林・林業の活性化への貢献が期待できます。 
 
 

記 
１ 協定区域 

協定者が森林経営を目的とした立木の権限を有する、または協定者が森林所有者か
ら森林整備について経営委託されている田辺市内に所在する森林。 

 
２ 面積 
  和歌山県田辺市全域の森林(約９２,０００ha)を対象区域として設定 
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４ 森林整備協定  

広域的な森林整備協定は兵庫 2、福井、奈良、鳥取、山口の６箇所に続き７箇所目 



    
 

推進協定の概要 
（協定区域） 

協定者が森林経営を目的とした立木の権限を有する、または協定者が森林所有者か
ら森林整備について経営委託されている田辺市内に所在する森林。 

 
 （効果・メリット） 

  協定者間において、 

①  既設の路網（林道、林業専用道、森林作業道）及びその付帯施設の土場を、お

互いに共同利用できるとともに、 

②  協定者間で連携して路網を計画することで、無駄を削減した効率的な路網の整

備、利用が可能となり、コスト縮減が図られ、 

③  木材の協調的な出荷や安定的な木材供給と森林所有者の森林整備に対する意

欲の増大が期待できる。 

 例えば、これまで路網等がなかった森林からの木材搬出について、隣接する他の協

定者の路網等を利用することで、木材を搬出することができるようになる。 

  これにより、利用間伐、主伐及び主伐後の再造林を推進し、地域における森林・林 

業の活性化に資する。 

 

  （区域及び面積） 

    和歌山県田辺市全域の森林(約９２,０００ha)を対象区域として設定(別添「田辺市

区域図」参照)。 
 このうち協定者所有面積 

国  有  林  ７,８４０ha 
          水源林造林事業地 ６,２７８ha 
     県  有  林  ３,７１４ha 

         公    社    林      ４３８ha 
田辺市市有林   １,６１７ha 
 計      １９,８８７ha    

このほか、各森林組合において森林所有者から森林整備について経営委託されている森
林が、該当する。 
 

 

 （協定の有効期間） 

  平成２８年１１月１８日から平成３１年３月３１日までの３年間。 

  その後、５年間毎に期間を延長できる。  
 
 

 
 
 



田辺市美しい森林づくり推進協定位置図（田辺市全域）





 

 
 
 


